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■　調査テーマ　
公立中学校における英語教育の実態と教員の意識

■　調査方法　　
郵送法による質問紙調査

■　調査時期　　
2008年7月～8月

■　調査対象　　
全国の公立中学校の英語教員3,643名

（配布数 9,322通、回収率 39.1％）

＊全国の公立中学校の、英語科の主任に回答を依頼した。

■　調査項目
〈指導や活動について〉

指導形態、外国語指導助手（ALT）の授業参加頻度、

外国語指導助手（ALT）の授業への関わり方、指導

と活動の割合、4技能（読む、聞く、書く、話す）の割

合、授業における指導方法、英語を使用する割合、

指導する際に重要なこと・実行していること、教材、

教科書の取り扱い、宿題、評価、生徒のつまずき

〈教員の意識や自己研鑽〉

研修参加状況、役に立った研修、受けたい研修、自

己研鑽、悩み、英語科の教員として重要なこと、英語

を指導する際に大切にしていること 

〈小学校英語について〉

小学校英語の経験がある生徒の割合、小学校英語

との関わり、小学校英語の効果などに対する意見、

小中連携について

2.  指導に関する教員の意識 

生徒のつまずき

悩み 

受けたい研修と自己研鑽 

英語科の教員として重要なこと・
英語の指導で大切にしていること

3.  小学校英語との関わり  

校区の小学校英語との関わり 

小学校英語についての考え 
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回答者・勤務校の特性

回答者の特性

64.3 34.9 0.9 1.0

性別 （％）

勤務校の特性

全校生徒数
（％）

勤務校の特徴 「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％

女性 男性

無回答・不明

34.0 36.5 13.13.5 11.9

年齢 （％）

26～30歳 41～50歳 51～60歳

61歳以上 0.125歳以下 31～40歳

13.6 13.3 36.3 30.3 1.15.4 0.8

教職経験年数 （％）

無回答・不明 無回答・不明

無回答・不明

6～10年目

31年目以上

61.5 28.6 9.1

学級担任の有無 （％）

担任をしている21～30年目 副担任をしている

担任や副担任はしていない5年目以下 11～20年目

28.5

19.2

100人以下

16.5

101～200人

14.7

201～300人

15.6

301～400人

12.3

401～500人

8.6

501～600人

6.9

601～700人

5.0

701人以上

1.2

無回答・不明

24.6 39.9 7.0

主に担当している学年 （％）

1年生 2年生 3年生

無回答・不明

教育熱心な保護者が多い

英語の指導や国際交流に力を入れている

教員の平均年齢が若い

英語活動を熱心に行っている小学校が学区域内にある

私立中学に進学する子どもが多い地域である

海外に住んでいたことのある生徒が多い

54.4

36.3

34.5

27.6

12.9

4.2
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＊「主に担当している学年」を回答した3,387名のみ対象。

＊「主に担当している学年」を回答した 3,387名のみ対象。 
＊「無回答・不明」は省略した。
＊「指導」は「先生が説明している時間」、
　「活動」は「生徒が活動している時間」を表す。
＊「活動型」は、指導と活動の割合を「1対9」～「4対6」と回答した人。
　「指導型」は、指導と活動の割合を「6対4」～「10対0」と回答した人。

＊「主に担当している学年」を回答した 3,387名のみ対象。 
＊「30歳以下」は「25歳以下」「26～30歳」の合計。
　「51歳以上」は「51～60歳」「61歳以上」の合計。
＊「無回答・不明」は省略した。

ふだんの授業で、半分以上英語を使用している教員は５割以上。教員が指導する時間の方が長い
「指導型」は全体の約２分の１、生徒が活動する時間の方が長い「活動型」は約４分の１を占める。

英語の使用割合・指導と活動の割合

Q ふだんの授業において、あなたが英語をご使用になる割合はどれくらいですか。

英語を使用する割合についてたずねたところ、５割以上の教

員は授業において半分以上英語を使用している。また、授業

中に教員が指導する時間と生徒が活動する時間との割合につ

いてたずねたところ、生徒が活動する時間の割合の方が多い

「活動型」は26.5％、教員が指導する時間の割合の方が多い

「指導型」は51.8％と「指導型」の方が多い。さらに年齢別にみ

ると、年齢の低い教員よりも年齢の高い教員の方が「活動型」

の割合が高い。 

1 指導の実態

2.7 43.3 39.4 12.3 1.4 0.9

0.1

0.3

2.8

16.4

32.2

21.0

14.0

10.3

2.1 指導＜活動
[活動型]
26.5％

指導＝活動 21.0％

0.1

10対0

9対1

8対2

7対3

6対4

5対5

4対6

3対7

2対8

1対9

指導 対 活動

図1-1 英語使用割合 （％）

Q 授業で、先生が説明している時間と、生徒が活動している時間の割合は、平均してどれくらいですか。

図1-2 指導と活動の割合 表1-1 指導と活動の割合（年齢別）（％）

ほとんど使っていない 30％くらい 50％くらい 70％くらい

無回答・不明

ほとんど英語で授業している

30歳
以下
n=524

31～
40歳
n=1,160

41～
50歳
n=1,241

51歳
以上
n=429

指導＞活動 53.4 54.0 49.3 51.5

指導＝活動 23.9 20.0 21.9 17.7

指導＜活動 22.1 25.4 28.4 29.4

指導＞活動
[指導型]
51.8％
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1.  指導の実態

87.8

71.1

75.1

60.8

62.5

61.7

62.9

49.2

46.4

24.3

18.9

43.4

29.9

26.3

31.1

17.2

5.8

5.1

10.3

15.4

11.0 98.8

26.0 97.1

20.8 95.9

34.2 95.0

31.6 94.1

30.9 92.6

25.7 88.6

35.4 84.6

37.6 84.0

55.4 79.7

59.1 78.0

29.6 73.0

43.0 72.9

45.1 71.4

36.6 67.7

37.7 54.9

39.1 44.9

37.6 42.7

28.4 38.7

23.2 38.6

音読

文法の説明

発音練習

前回の授業の復習

文法の練習問題

ペアワーク

教科書本文のリスニング

キーセンテンスの暗唱と運用

Q&A（質疑応答）による教科書本文の内容読解

ゲーム

英作文

教科書本文の和訳

発音と綴りとの関連づけ

グループワーク

手紙や日記などを書く活動

スピーチ・プレゼンテーション

ディクテーション

英語の歌を歌う

英語による教科書本文の口頭導入
（オーラルイントロダクション）

教師によるsmall talk
（英語での簡単な雑談）

98.9 

98.4 

95.5 

95.3 

95.9

89.6

89.3

83.5

84.7

79.0 

74.3

79.2

69.4

67.0

65.3

51.3 

41.6

37.5 

37.2 

37.3 

＞

＜

＜

≫

＜

≪

＜ 

＜

＜

≪

＜

99.0 

94.2 

96.7 

95.1 

90.5 

97.5 

88.7 

86.0 

83.8 

79.1 

84.1 

62.0 

77.7 

79.2 

71.1 

60.1 

49.3 

54.5 

42.4 

40.6

■ よく行う
■ ときどき行う

＊「主に担当している学年」を回答した3,387名のみ対象。

＊「よく行う」＋「ときどき行う」の％ 。 
＊「指導=活動」「無回答・不明」は省略した。
＊≪  ≫は10ポイント以上、
　＜  ＞は5ポイント以上差があるもの。

「音読」「文法の説明」「発音練習」「前回の授業の復習」などはほとんどの教員が行っている。
「指導型」「活動型」によって、行う指導方法に違いがみられる。

指導方法

Q あなたは、授業において、次のようなことをどれくらい行いますか。

授業中に行う指導方法についてたずねたところ、「音読」「文法の

説明」「発音練習」「前回の授業の復習」「文法の練習問題」「ペア

ワーク」を「行う（よく＋ときどき）」という回答がいずれも９割以

上と多い。また、指導と活動のタイプ別にみると、「指導型」の教員

は「教科書本文の和訳」や「文法の練習問題」を行う割合が高く、

一方で、「活動型」の教員は、「スピーチ・プレゼンテーション」「グ

ループワーク」「英作文」「教師によるsmall talk（英語での簡単な

雑談）」などを行う割合が高いなど、指導方法に違いがみられる。

図1-3 指導方法 （％）

合計

指導型
（n=1,755）

活動型
（n=901）
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「基礎的な内容は定着するように反復練習を行う」は、約９割が「とても重要」と感じており、
「十分実行している」割合ももっとも高い。

指導で重要だと思うこと・実行していること

英語を指導する際に、重要だと思うことと、実行していること

についてたずねたところ、「基礎的な内容は定着するように反

復練習を行う」を「とても重要」と回答した割合が89.7％とも

っとも高く、「十分実行している」という回答も59.2％ともっと

も高かった。ただし、指導によっては「とても重要」の割合と

「十分実行している」の割合との間にギャップがあり、重要だ

と思いつつも十分に実行できていないものもある。 

＊「主に担当している学年」を回答した3,387名のみ対象。

基礎的な内容は
定着するように反復練習を行う

英語はコミュニケーションの
手段となることを意識して指導する

生徒が自分の考えを
英語で表現する機会を作る

生徒の興味や関心の対象となる
日常的で身近な話題を取り上げる

既習事項を繰り返し学習できるようにする

多くのインプットを与える指導をする
（リスニングやリーディング）

外国や異文化に対する興味を高める

４技能のバランスを考慮して指導する

先生と生徒、生徒同士の
インタラクションを取り入れる

単元ごと、学期ごとに
目標を設定して指導する

音声から文字へという
順序を考慮して指導する

評価基準を作成し、
その基準に基づいて評価を行う

複数の技能を統合的に用いる活動を行う

自習ノートを作らせるなど、
授業外での英語学習について指導する

学習指導要領の目標を意識して指導する

英語の辞書の使い方について指導をする

77.0 21.8 0.7
0.5

35.1 56.3 6.5 2.2

76.6 22.1
0.5
0.9 17.5 57.2 23.1 2.1

76.2 22.8 0.5
0.5

22.9 67.3 7.9 1.9

76.1 22.6
0.6
0.8 39.5 51.3 6.9 2.3

70.1 28.3
0.9
0.7 33.8 56.1 8.1 2.0

67.8 31.0 0.6
0.6

17.2 67.5 13.3 2.0

63.8 34.1 1.6 0.5 16.6 66.9 14.6 2.0

62.2 35.7 1.4 0.7 26.1 56.2 15.6 2.2

58.6 38.7 2.0 0.6 21.7 58.6 17.7 2.0

54.7 41.0 3.7 0.6 27.9 53.0 17.1 2.0

51.8 43.6 4.0 0.6 25.3 56.9 15.6 2.1

45.7 49.3 4.1 0.9 8.4 56.7 32.4 2.5

43.7 48.2 7.6 0.5 30.8 37.5 29.7 2.0

38.3 54.2 6.9 0.6 11.1 61.2 25.3 2.4

23.7 62.3 13.3 0.6 7.2 30.6 60.2 2.0

89.7 9.4 0.7
0.2

59.2 36.8 2.21.8

Q ①中学生に英語を指導する際、次のことはどれくらい重要だと思いますか。また、②それぞれについてあなた自身はどの程度実行していますか。

図1-4 指導で重要だと思うこと・実行していること （％）

とても重要 まあ重要　
あまり重要ではない あまりしていない

無回答・不明 十分実行している

まあ実行している

無回答・不明
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1.  指導の実態

＊「とても重要」の％ 。 
＊「指導型」(n=1,755）は「指導＞活動」 、
　「活動型」（n=901)は、「指導＜活動」。

英語を指導する際に重要だと思うことについては「指導型」「活動型」別に違いがみられ、
とくに「先生と生徒、生徒同士のインタラクションを取り入れる」でその差が大きい。

Q 中学生に英語を指導する際、次のことはどれくらい重要だと思いますか。 

指導の際に重要だと思うことについて指導方法のタイプ別に

みると、「指導型」「活動型」で重要だと思うことについて差が

みられた。「とても重要」の比率でみると、とくに、「先生と生

徒、生徒同士のインタラクションを取り入れる」で差が大きく、

次いで「単元ごと、学期ごとに目標を設定して指導する」「音

声から文字へという順序を考慮して指導する」「複数の技能

を統合的に用いる活動を行う」などで「活動型」の方が「とて

も重要」という回答が多かった。

基礎的な内容は定着するように反復練習を行う

英語はコミュニケーションの手段となることを意識して指導する

生徒が自分の考えを英語で表現する機会を作る

生徒の興味や関心の対象となる日常的で身近な話題を取り上げる

既習事項を繰り返し学習できるようにする

多くのインプットを与える指導をする（リスニングやリーディング）

外国や異文化に対する興味を高める

４技能のバランスを考慮して指導する

先生と生徒、生徒同士のインタラクションを取り入れる

単元ごと、学期ごとに目標を設定して指導する

音声から文字へという順序を考慮して指導する

評価基準を作成し、その基準に基づいて評価を行う

複数の技能を統合的に用いる活動を行う

自習ノートを作らせるなど、授業外での英語学習について指導する

学習指導要領の目標を意識して指導する

英語の辞書の使い方について指導をする

図1-5 指導で重要だと思うこと（指導型・活動型別） （％）

指導型
活動型

90.1

76.0

74.8

75.2

76.0

68.3

67.6

62.1

57.1

54.9

52.3

49.8

43.0

42.8

36.1

23.1

89.1

80.2

81.1

77.6

77.2

74.8

68.4

66.5

70.5

64.7

61.2

55.0

51.4

45.1

41.2

23.8
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よく使う教材として、９割以上の教員が「CDやテープなどの音声教材」や「自作プリント」をあげている。

教　材

Q あなたは、授業のなかで次のような教材をどれくらい使用しますか。

授業のなかで使う教材についてたずねたところ、「CDやテープなどの音

声教材」、「自作プリント」で「使う（よく＋ときどき）」割合が９割以上と高

かった。次いで、「教科書準拠のワークブック」が７割程度だった。一方、

「英字新聞や英語の雑誌」という回答は１割に満たず、「コンピュータ

（インターネットや英語学習ソフトなど）」も１割程度と低い。指導方法

のタイプ別にみると、「指導型」では「教科書準拠のワークブック」「教科

書準拠のプリントやワークシート」「市販のプリントや参考書やワークブ

ックなど」が高く、「活動型」では「辞書（生徒に使わせる）」が高い。

95.1

92.9

73.3

62.3

47.6

42.9

44.6

39.9

22.8

12.4

10.3

7.1

CDやテープなどの音声教材

自作プリント

教科書準拠のワークブック

教科書準拠のプリントやワークシート

過去の入試問題などのテスト問題

辞書(生徒に使わせる）

教科書非準拠のプリントやワークシート

市販のプリントや参考書やワークブックなど

映画やビデオ（DVD）

多読用の読み物

コンピュータ（インターネットや英語学習ソフトなど）

英字新聞や英語の雑誌

94.5 

95.9 

63.1 

54.4 

45.3 

49.7 

42.7 

33.8 

27.1

17.1 

12.2 

7.3 

≫

＞

＜

＞

■ よく使う
■ ときどき使う

図1-6 教材

＊「主に担当している学年」を回答した3,387名のみ対象。

＊「よく使う」＋「ときどき使う」の％ 。 
＊「指導=活動」「無回答・不明」は省略した。
＊≪  ≫は10ポイント以上、
　＜  ＞は５ポイント以上差があるもの。

（％）

合計

指導型
（n=1,755）

活動型
（n=901）

77.9 16.9 94.8

69.5 24.4 93.9

33.5 36.0 69.5

21.1 38.3 59.4

5.7 41.2 46.9

9.3 36.0 45.3

12.0 31.4 43.4

8.1 30.0 38.1

2.8 22.2 25.0

1.7 12.5

2.1 9.3

0.6 6.9

14.2

11.4

7.5



1.  指導の実態
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単語練習

文法ドリル（ワークブックやワークシート）

教科書本文の書き写し

新出単語の意味調べ

教科書本文や主要なフレーズの書き写し

教科書本文の音読

スピーチやshow&tellなどの原稿作成や練習

教科書本文やキーセンテンスの暗記

教科書本文の和訳

スキットなど、次の授業での発表活動の練習

日記を書く

教科書本文についてのＱ＆Ａ

教科書本文の内容についての調べ物

入試や検定対策の問題

テレビやラジオの英語講座を視聴させる

＊「主に担当している学年」を回答し、かつ、「宿題の頻度」を「授業のたびに出す」～「月に１回くらい出す」と回答した3,221名のみ対象。
＊「無回答・不明」は省略した。

＊「主に担当している学年」を回答した3,387名のみ対象。 ＊「主に担当している学年」を回答し、かつ、 「宿題の頻度」を「授業のたびに出す」～
　「月に1回くらい出す」と回答した3,221名のみ対象。

宿題を「授業のたびに出す」教員は５割以上。
１回あたりの宿題にかかる時間は20～30分程度が約８割。

宿　題

宿題の頻度についてたずねたところ、「授業のたびに出す」が

54.6％と過半数を占めた。１回あたりの宿題にかかる時間に

ついては「20分くらい」「30分くらい」が合わせて約８割だった。

また、宿題の内容についてたずねたところ、予習として出す宿

題では「新出単語の意味調べ」（77.5％）や「教科書本文の書き

写し」（63.9％）、復習として出す宿題では「文法ドリル（ワークブ

ックやワークシート）」（83.9％）や「単語練習」（72.6％）が多い。

全体的に、宿題は予習よりも復習として出す方が多いようだ。

図1-7 宿題の頻度 （％） （％）

Q あなたは、どれくらいの頻度で宿題を出していますか。
あなたが出す宿題は、平均的な生徒にとって1回何分くらいの量になりますか。

図1-9 宿題の内容 （％）

Q 宿題としてどのような内容のものを出していますか。

54.6 32.6 6.0 0.6 0.7 13.6 43.4 34.3 4.5

月に1回くらい出す 1.9
授業のたびに出す 授業4、5回に1回くらい出す

授業2、3回に1回くらい出す
無回答・不明

宿題はほとんど出さない 4.3

図1-8 宿題にかかる時間

0.9

50分くらい 0.9 
10分に満たない

10分くらい 20分くらい 40分くらい

30分くらい
無回答・不明

1時間くらい 1.6
それ以上 0.1

6.6 

1.7    

          63.9 

                 77.5 

19.6  

3.0  

8.8 

1.0    

21.6  

7.2 

0.8    

1.5    

9.2

1.6    

0.8    

72.6 

         83.9 

16.2                               

3.2                            

41.6                 

58.9       

45.6               

56.7         

25.1                         

40.5                 

29.5                       

22.1                           

11.1                 

17.9                              

2.8                           

           10.6 

3.6 

     7.3 

3.7 

     7.9 

  5.6 

      8.5 

3.5 

    6.7 

  5.6 

2.8  

3.2  

 5.3 

3.8  

1.8     

8.0 

8.4 

    10.4 

        13.7 

26.9     

29.9    

33.5  

 35.5  

     43.4 

     44.0 

                64.0 

                   69.5 

                  70.4 

                     73.6 

                              91.6 

予習にも復習にも
出さない

予習にも
復習にも出す

復習として
出す

予習として
出す
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＊n=3,643
＊「とてもあてはまる」の％ 。

英語教員は、生徒の英語学習のつまずきの主な原因は、「単語（発音・綴り・意味）を覚えるのが苦手」
「英語に限らず、学習習慣がついていない」ととらえている。

生徒のつまずき

2 指導に関する教員の意識

図2-1 生徒のつまずき （％）

英語に対する苦手意識やつまずきを感じている生徒は、どの

ようなことが原因だと思うかをたずねたところ、「単語（発音・

綴り・意味）を覚えるのが苦手」「英語に限らず、学習習慣がつ

いてない」「英語に限らず、学習自体への意欲が低い」が６割

以上と高かった。次いで、「文や文章を書くことが苦手」「文字

や文章を読めない（文字から音にうまく変換できない）」も５

割を越えた。一方、「英語や外国、異文化に興味が持てない」

は低く、１割に満たなかった。

Q 英語に対して苦手意識やつまずきを感じている生徒は、どのようなことが原因だと思いますか。

68.8

68.0

61.0

58.3

50.2

45.7

33.8

27.5

7.0

単語（発音・綴り・意味）を覚えるのが苦手

英語に限らず、学習習慣がついていない

英語に限らず、学習自体への意欲が低い

文や文章を書くことが苦手

文字や文章を読めない（文字から音にうまく変換できない）

文法事項が理解できない

テストで思うような結果を得られない

英語に対する抵抗感

英語や外国、異文化に興味が持てない
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2.  指導に関する教員の意識

「生徒に学習習慣が身についていない」「授業準備の時間が十分にとれない」という悩みが約８割と高い。
また、年齢が低い教員ほど悩みが多い。 

悩　み

Q あなたは、次のような悩みをどれくらい感じていますか。

悩みについてたずねたところ、「生徒に学習習慣が身につい

ていない」「授業準備の時間が十分にとれない」で「そう思う

（とても＋まあ）」という回答が80.7％ともっとも高く、「生徒間

の学力差が大きくて授業がしにくい」がこれに続く。また、悩

みには、教員の年齢によって違いがみられるものとみられな

いものがあるが、総じて若い教員の方が悩みが多い傾向にあ

り、とくに、「中期的・長期的な授業計画を立てる方法が分から

ない」「効果的な指導方法がみつからない」が高い。

■ とてもそう思う
■ まあそう思う

＊n=3,643 

＊「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％ 。 
＊「30歳以下」は「25歳以下」「26～30歳」の合計。
　「51歳以上」は「51～60歳」「61歳以上」の合計。
＊≪ ≫は10ポイント以上、
　＜ ＞は５ポイント以上差があるもの。

（％）図2-2 悩み

80.7

80.9

73.4

69.5

80.7

57.1

56.6

66.9 

60.1

49.3

45.2

30.7 

28.6 

45.2

24.4

22.8

11.6

80.7

80.7

76.1

74.1

69.1

67.4

61.1

60.7

48.2

43.2

41.2

31.1

28.5

27.0

19.0

14.6

11.8

生徒に学習習慣が身についていない

授業準備の時間が十分にとれない

生徒間の学力差が大きくて授業がしにくい

教科指導以外の校務分掌の仕事が負担である

年間の授業時数が足りない

生徒の学習意欲が低い

自分自身の英語力が足りない

効果的な指導方法がみつからない

教材・教具が十分ではない

十分な研修が受けられない

英語に苦手意識がある生徒の指導が負担である

教員間のコミュニケーションが少ない

クラスコントロールすることが難しい

評価方法が分からない

授業をすることが楽しくない

コミュニケーション能力の育成と、
入試のための指導を両立させることが難しい

中期的・長期的な授業計画を
立てる方法が分からない

＜

＞

＜

≫

＞

≫

＞

＞

≫

＞

＞

81.2

83.4

77.1

76.2

74.1

66.7

59.7

63.7

49.9

43.4

42.6

29.4

30.0

29.0

17.5

15.1

11.8

30歳以下
（n=560) 

31～40歳
(n=1,238）

80.8

80.3

76.1

75.2

63.1

69.8

63.1

60.1

44.7

42.9

40.8

31.5

28.1

21.9

18.2

12.4

12.1

＞

≫

＞

＞

＞

79.7

74.0

77.2

70.8

59.0

74.7

65.1

47.5

40.4

35.8

33.5

34.3

24.7

14.4

18.4

8.6

10.9

41～50歳
（n=1,331) 

51歳以上
(n=478）

47.0

42.6

32.6

38.1

28.1

28.4

21.0

15.9

8.0

10.5

10.4

5.1

6.9

4.1

3.9

1.2

1.4

33.7

38.1

43.5

36.0

41.0

39.0

40.1

44.8

40.2

32.7

30.8

26.0

21.6

22.9

15.1

13.4

10.4

合計
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教職経験年数にかかわらず、教科の指導力を高めるために受けたい研修は、
「具体的な指導法や教材研究などの実践的な研修」が６割前後。

受けたい研修と自己研鑽

英語の教員が教科の指導力を高めるために受けたいと思っ

ている研修は、「具体的な指導法や教材研究などの実践的な

研修」が約６割と一番高い。また、教職経験年数が長くなるほ

ど、「自分自身の英語力を高める研修」を受けたいと考える割

合が高くなる。一方で、教員が自己研鑽として行っていること

は、「外国の人とのコミュニケーションを積極的にとる」「英語

の映画を見る」が７割台（「とても＋まあそう」の合計）と高く、

それ以外の項目は５割台以下だった。 

外国の人とのコミュニケーションを積極的にとる

英語の映画を見る

英語教育関連の学会や研究会に参加する

テレビで英語のニュースや番組を見る

英語教材を使って学習する

テレビの英語の講座を見る

英字新聞や英語の雑誌・本を読む

海外に行く

英語でメールのやりとりをする

ラジオの英語の講座を聴く

英語のWebサイトを見る

英語関連の試験を受ける

Webなどから携帯端末にダウンロードした教材や番組を視聴する

英会話学校を利用する

図2-3 受けたい研修 （％）

Q 教科の指導力を高めるために、あなたはどのような内容の研修を受けたいと思いますか。

図2-4 自己研鑽 （％）

Q 英語力の向上または維持のために、自己研鑽として行っていることがありますか。

14.9

15.9

16.4

19.7

23.5

65.8

59.8

62.9

57.5

55.1

1.0

9.7

13.8

10.9

11.4

11.2

0.4

8.5

9.1

7.0

7.8

8.2

1.2

2.2

3.3

2.0

0.0

0.5

0.4

0.0

17.4 60.8 2.2 11.3 0.4 7.9

36.2

30.3

15.8

15.5

16.2

12.9

16.1

16.2

10.4

11.6

8.0

11.0

4.1

5.2

41.8

41.0

36.4

35.7

33.2

36.5

31.0

21.9

22.6

20.9

23.8

19.7

9.7

8.4

78.0
合計

71.3

52.2

51.2

49.4

49.4

47.1

38.1

33.0

32.5

31.8

30.7

13.8

13.6

5年目以下
（n=497）

全体
（n=3,643）

6～10年目
（n=485）

11～20年目
（n=1,322）

21～30年目
（n=1,103）

31年目以上
（n=196）

自分自身の英語力を高める研修 英語教育に対する理論的な研修
海外での研修

その他

具体的な指導法や教材研究などの実践的な研修 無回答・不明

＊n=3,643

＊とくに必要な研修を1つ選択。

■ とてもそう
■ まあそう



13

９割の教員が「教科指導力」を英語科の教員として一番重要なことだと考えている。また、中学生に英語
を指導するにあたって大切にしていることは「生徒が英語を好きになるように指導する」がもっとも高い。 

英語科の教員として重要なこと・英語の指導で大切にしていること

英語科の教員として重要だ

と思うことについてたずね

たところ、もっとも高かった

のは「教科指導力」（90 . 0

％）、次いで「授業を運営す

る力」（74.8％）だった。いず

れも年齢が高い教員の方

が、重要だと思う割合がや

や高い。一方で、「英語の授

業以外の場面での教員と生

徒の関係性」について重要

だと思う割合は、年齢が低

い教員の方が高い。

図2-5 英語科の教員として重要だと思うこと（％）

図2-6 英語を指導する際に大切にしていること（％）

2.  指導に関する教員の意識

Q 英語科の教員として、何が重要だと思いますか。

87.0

68.0

52.9

41.6

28.9

12.3

2.5

教科指導力

教員の英語力

教員の姿勢

授業を
運営する力

英語の授業以外の
場面での教員と
生徒の関係性

生徒の英語力の
レベルを把握する力

他教科と
関連づけられる力

30歳以下
（n=560) 

89.4

73.8

48.9

38.3

30.0

13.2

1.8

31～40歳
（n=1,238) 

90.5

77.7

51.0

30.9

30.2

12.6

1.3

41～50歳
（n=1,331) 

93.1

77.0

52.3

28.9

30.1

12.1

1.5

51歳以上
（n=478) 

90.0

74.8

50.8

34.9

29.9

12.7

1.6

中学生に英語を指導するに

あたって大切にしているこ

とについてたずねたところ、

「生徒が英語を好きになる

ように指導する」がもっとも

高く、年齢が低い教員ほどそ

の割合が高い。次いで「高等

学校やその後の生涯にわた

る英語学習の基礎を培う」

が高かったが、これは年齢

が高い教員ほどその割合が

高い。教員の年齢によって

指導をする際に大切にして

いることに違いがみられる。

Q 中学生に英語を指導するにあたって、どのようなことをもっとも大切にしていますか。

46.3

18.2

15.5

12.1

4.5

生徒が英語を好きに
なるように指導する

高等学校やその後の
生涯にわたる英語
学習の基礎を培う

積極的に
コミュニケーションを

図ろうとする
態度を育成する

英語を通じて言語や
文化に対する理解が
深まるように指導する

入試に役立つように
指導する

30歳以下
（n=560) 

41.7

23.7

13.5

12.4

5.3

31～40歳
（n=1,238) 

39.8

27.3

14.5

9.8

4.8

41～50歳
（n=1,331) 

37.0

29.1

10.3

13.8

4.4

51歳以上
（n=478) 

41.2

24.8

13.7

11.5

4.9

＊n=3,643
＊とくに重要だと
　思うものを3つまで選択。
＊「その他」は省略した。

＊「30歳以下」は「25歳以下」「26～30歳」の合計。
　「51歳以上」は「51～60歳」「61歳以上」の合計。

＊「30歳以下」は「25歳以下」「26～30歳」の合計。
　「51歳以上」は「51～60歳」「61歳以上」の合計。

＊n=3,643
＊「その他」「無回答・不明」は
　省略した。 
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校区内の小学校で行われている英語教育（活動）について「知っている（とても＋まあ）」中学校の
英語教員は48.5％と半数以下。

校区の小学校英語との関わり

Q 貴校の校区内の小学校で行われている英語教育（活動）についてうかがいます。

校区内の小学校で行われている英語教育（活動）についてた

ずねたところ、「小学校の英語教育（活動）について知ってい

る」に「あてはまる（とても＋まあ）」と回答したのは48.5％と

半数以下だった。一方で、「小学校で授業をすることがある」

や「中学校での英語の授業の導入ややり方を小学校に合わ

せて変えている」について、「あてはまる（とても＋まあ）」と回

答したのは１割台にすぎない。

3 小学校英語との関わり

小学校の英語教育（活動）について知っている

小学校の英語教育（活動）の授業見学に行く

小学校で授業をすることがある

小学校の英語活動担当の先生と
中学校の英語の先生とで集まる機会がある

中学校での英語の授業の導入ややり方を
小学校に合わせて変えている

図3-1 校区の小学校英語との関わり （％）

＊n=3,643 

14.2 34.3 30.5 14.5 6.5

10.5 18.1 18.8 45.9 6.7

9.0 16.5 23.9 44.1 6.6

6.3 8.5 12.5 65.9 6.8

2.4 11.1 22.2 57.7 6.5

とてもあてはまる まったくあてはまらない

無回答・不明

まああてはまる あまりあてはまらない
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3.  小学校英語との関わり

英語を聞くことに慣れる

外国や異文化に対する興味が高まる

英語に対する抵抗感がなくなる

英語を聞く力が高まる

中学校入学時点での英語の学力差が出る

コミュニケーションに対する積極的な態度が培える

コミュニケーション能力が高まる

英語の語彙が増える

英語で話す力が高まる

英語が分からなくても臆さない

子どもが英語を好きになる

パフォーマンスやプレゼンテーションへの抵抗感が減る

英語の発音の指導がやりやすくなる

中学校での英語学習がスムーズになる

アルファベットが書けるようになる

将来的に英語を話せる日本人が増える

英語の文字や文章を読む力が高まる

88.5

83.2

79.9

80.0

69.4

71.3

67.1

60.9

61.8

56.3

53.3

51.9

50.5

51.9

30.2

29.9

18.2

＞

＞

＞

＞

≫

≫

＞

≫

＞

＞

≫

≫

＜ 

＞

80.5

77.5

73.2

70.9

69.1

60.7

54.1

53.5

51.0

51.6

47.3

42.1

39.9

37.6

35.2

21.8

15.0

＊n=3,643 

中学校の英語教員の約８割が、小学校英語の効果として「英語を聞くことに慣れる」をあげている。

小学校英語についての考え

Q 小学校における英語教育（活動）についてどのようにお考えですか。

小学校における英語教育（活動）についての考えをたずねたところ、

「そう思う（とても＋まあ）」という回答がもっとも多いのは「英語を聞

くことに慣れる」で79.3％と高く、次いで「外国や異文化に対する興

味が高まる」「英語に対する抵抗感がなくなる」「英語を聞く力が高

まる」も７割台だった。さらに「中学校入学時点での英語の学力差

が出る」に対しても肯定する回答が６割以上だった。また、小学校英

語に対する認知度別にみると、小学校英語について「知っている」教

員の方が、「知らない」教員よりも、肯定的な意見が多い傾向にある。

図3-2 小学校英語についての考え （％）
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＊「小学校の英語教育（活動）について知っ
ている」に対して、「あてはまる（とても＋
まあ）」という回答を「知っている」、「あて
はまらない（あまり＋まったく）」という回
答を「知らない」としている。

＊≪ ≫は10ポイント以上、
　＜ ＞は５ポイント以上差があるもの。

とてもそう思う まったくそう思わない
無回答・不明

まあそう思う あまりそう思わない



Benesse教育研究開発センター

〒163-1422　東京都新宿区西新宿3-20-2　東京オペラシティタワー22階

（株）ベネッセコーポレーション  Benesse教育研究開発センター  英語教育研究室

「第1回中学校英語に関する基本調査」係

TEL ： 03-5371-1244 （10:00～17:00／土日祝日を除く）　

お問い合わせやご注文はこちらまでどうぞ

【第１回中学校英語に関する基本調査（生徒調査）速報版】 2009年７月刊行予定
【第１回中学校英語に関する基本調査報告書】 2009年12月刊行予定

生徒調査の速報版を2009年７月に刊行する予定です。また、本調査（教員調査・生徒調査）の詳細な分析をまと

めた報告書を、2009年12月に刊行する予定です。これらの冊子をご希望の方は、直接、Benesse教育研究開発

センターまでお申し込みください。（なお、これらの冊子は、書店ではお買い求めにはなれません。） 

「第１回中学校英語に関する基本調査（教員調査）」  速報版

発行日：2009年２月27日　発行人：新井  健一　編集人：沓澤  糸　発行所：（株）ベネッセコーポレーション  Benesse教育研究開発センター

RES006　●この冊子は、再生紙を使用しております。 

第１回中学校英語に関する基本調査（教員調査）

Benesse教育研究開発センター

Benesse教育研究開発センターのWEBサイトのご案内

Benesse教育研究開発センターで実施している各種調査結果は、以下のWEBサイトにてご覧いただけます。

http://benesse. jp/berd/

調査企画・分析メンバー

吉田  研作　上智大学教授

根岸  雅史　東京外国語大学教授

酒井  英樹　信州大学准教授

鈴木  利彦　早稲田大学専任講師 

工藤  洋路　東京外国語大学専任講師

重松  靖　　国分寺市立第五中学校副校長

沓澤  糸　　　Benesse 教育研究開発センター主任研究員

福本  優美子　Benesse 教育研究開発センター研究員

初海  真理子　Benesse 教育研究開発センター研究員

※所属・肩書きは、刊行時のものです。


